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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月21日(2019.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の疼痛を治療するための方法に用いられるリドカインテープ剤であって、
　前記患者のリドカインの１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、５％のリドカ
インを含有する水性貼付剤のパラメーターの７０％から１２５％の範囲内であるような、
１．８重量％のリドカインを配合したリドカインテープ剤。
【請求項２】
　前記テープ剤の前記１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、前記５％のリドカ
インを含有する水性貼付剤の８０％から１２５％の範囲内である、請求項１に記載のテー
プ剤。
【請求項３】
　前記テープ剤の１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、前記５％のリドカイン
を含有する水性貼付剤の９０％から１２５％の範囲内である、請求項１に記載のテープ剤
。
【請求項４】
　前記水性貼付剤がＬｉｄｏｄｅｒｍ（登録商標）である、請求項１から３のいずれかに
記載のテープ剤。
【請求項５】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘおよび最終測定可能時点までの曲線下面積（
ＡＵＣ０～２４）からなる群から選択される、請求項１に記載のテープ剤。
【請求項６】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘである、請求項２に記載のテープ剤。
【請求項７】
　前記薬物動態学的パラメーターがＡＵＣ０～２４である、請求項２に記載のテープ剤。
【請求項８】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘおよび曲線下面積（ＡＵＣ０～２４）である
、請求項２に記載のテープ剤。
【請求項９】
　１．８重量％のリドカイン、５から１５重量％のポリイソブチレン、０．１から０．５
重量％のジブチルヒドロキシトルエン、１０から２０重量％のスチレン－イソプレン－ス
チレンブロック共重合体、１０から３０重量％のテルペン樹脂、０．１から１重量％の軽
質無水ケイ酸、４０から５５重量％の流動パラフィン、１から３重量％のイソステアリン
酸、および０．１から１重量％のジプロピレングリコールを配合した、リドカインを含有
するテープ剤。
【請求項１０】
　不織布の裏地テープをさらに含む、請求項９に記載のテープ剤。
【請求項１１】
　ポリエチレンテレフタレートの剥離ライナーをさらに含む、請求項９に記載のテープ剤
。
【請求項１２】
　患者の疼痛を治療するための方法に用いられるリドカイン含有テープ剤であって、
　前記リドカイン含有テープ剤は、１．８重量％のリドカイン、５から１５重量％のポリ
イソブチレン、０．１から０．５重量％のジブチルヒドロキシトルエン、１０から２０重
量％のスチレン－イソプレン－スチレンブロック共重合体、１０から３０重量％のテルペ
ン樹脂、０．１から１重量％の軽質無水ケイ酸、４０から５５重量％の流動パラフィン、
１から３重量％のイソステアリン酸、および０．１から１重量％のジプロピレングリコー
ルを配合し、前記テープ剤の１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、水性基剤中
に５％のリドカインを含有する水性貼付剤のパラメーターの７０％から１２５％の範囲内
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であり、前記水性貼付剤は、アミノ酢酸ジヒドロキシアルミニウム、エデト酸二ナトリウ
ム、ゼラチン、グリセリン、カオリン、メチルパラベン、ポリアクリル酸、ポリビニルア
ルコール、プロピレングリコール、プロピルパラベン、カルボキシメチルセルロースナト
リウム、ポリアクリル酸ナトリウム、Ｄ－ソルビトール、酒石酸、および尿酸をさらに含
有し、前記貼付剤が７００ｍｇのリドカインを含有する、テープ剤。
【請求項１３】
　前記製剤の前記１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、前記水性貼付剤のパラ
メーターの８０％から１２５％の範囲内である、請求項１２に記載のテープ剤。
【請求項１４】
　前記製剤の１つまたは複数の薬物動態学的パラメーターが、前記水性貼付剤のパラメー
ターの９０％から１２５％の範囲内である、請求項１２に記載のテープ剤。
【請求項１５】
　前記水性貼付剤がＬｉｄｏｄｅｒｍ（登録商標）である、請求項１２から１４のいずれ
かに記載のテープ剤。
【請求項１６】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘおよび最終測定可能時点までの曲線下面積（
ＡＵＣ０～２４）からなる群から選択される、請求項１２に記載のテープ剤。
【請求項１７】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘである、請求項１６に記載のテープ剤。
【請求項１８】
　前記薬物動態学的パラメーターがＡＵＣ０～２４である、請求項１６に記載のテープ剤
。
【請求項１９】
　前記薬物動態学的パラメーターがＣｍａｘおよび曲線下面積（ＡＵＣ０～２４）である
、請求項１６に記載のテープ剤。
【請求項２０】
　患者の疼痛を治療するための方法に用いられるリドカインテープ剤であって、
　前記テープ剤は、約１．０％～５．６重量％のリドカインおよび約１０％～５０％のテ
ルペンを配合したリドカインテープ剤。
【請求項２１】
　前記リドカインが約１．８％～５．４％のリドカインである、請求項２０に記載のテー
プ剤。
【請求項２２】
　前記テルペンが約１０～３０重量％である、請求項２０に記載のテープ剤。
【請求項２３】
　前記テルペンが約２０重量％である、請求項２０に記載のテープ剤。
【請求項２４】
　前記疼痛が帯状疱疹後神経痛によってもたらされる、請求項１から８のいずれかに記載
のテープ剤。
【請求項２５】
　前記疼痛が帯状疱疹後神経痛によってもたらされる、請求項２０から２３のいずれかに
記載のテープ剤。
【請求項２６】
　患者に投与した場合、Ｃｍａｘが約４０から約１６０ｎｇ／ｍＬの間である、請求項９
に記載のテープ剤。
【請求項２７】
　患者に投与した場合、Ｔｍａｘが約１０から約１８時間の間である、請求項９に記載の
テープ剤。
【請求項２８】
　患者に投与した場合、Ｔｍａｘが約８から約１８時間の間である、請求項９に記載のテ
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ープ剤。
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